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編集後記

 『 三田社会学』第9号 が完成しました。今年も編集事務局の浜先生の研究室には大変お世話にな りま

した。 ここ数年の傾向ですが、電子的なや り方で投稿や事務連絡が一般的にな りました。技術的に手間

が省けると同時に事務局に依存度をより高めています。良くも悪くも、これも社会変動の一つでしょう。

さて今号の特集は家族がテーマで した。特集のもととなった昨年のシンポジウムを企画された平野先生

のおかげもあって、社会学の枠を超えて家族 という共通テーマをめぐる面白いものにな りました。歴史

人口学、生活構造論・社会政策といった分野の先生方が家族社会学 とともに家族について語る。 このよ

うなことができることも三田社会学の特徴といえるのかもしれません。ディシプリンに閉じこもりすぎ

た り逆に崩した りするところに学問の面白さはないのかもしれません。今年は1件 の投稿論文があり、

審査の結果掲載されました。偶然ですが、これもテーマは家族に関するものでした。書評、ビューポイ

ン トには古参の会員にお願いしたほか、外部か ら本学会にも縁の深い秋元先生にご寄稿いただきました。

今後 とも学会内外の人のつなが りを大事にしてゆきたいと思います。

 なお本誌刊行にあたって三田哲学会から出版助成をいただいてお ります。ここに感謝申し上げます。

追記

 「編集後記」を書いてから秋元律郎先生が6月28日 に御逝去されたとの報が入ってまいりました。本

号掲載の書評がほとんど絶筆のようになってしまったようです。塾出身の社会学者で秋元先生から直接

ご指導いただいた方 も多いと思います。ご冥福をお祈 り申し上げます。

                                   (編集委員長 熊田俊郎)
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